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要約
　少子化や世代間交流の減少、子どもとの接触体験が少ないといった背景は、「小児
看護学」を履修する看護学生も類似の状況にある。小児看護学の学習は主に「小児看
護学概論」「小児看護援助論Ⅰ」「小児看護援助論Ⅱ」「小児看護学実習」の 4科目か
らなり、講義や演習を取り入れながら 2年前期から 3年後期まで順次履修が進んで行く。
　初めて小児看護学を学習した看護学生の子どもに対する感情はどのようなものか、
その感情に影響を与えているものは何かを明らかにするため、「小児看護学概論」の
学習後の看護学生に対して、子どもに対する感情や講義についてアンケート調査を
行った。その結果、子どもへの感情は子どもの生活背景にかかわらず、接近感情が高く、
回避感情は低かった。
　小児看護に関連した学習を履修することで対象理解が深まり、講義についてはおお
むね関心を持ったと答える学生が多く、これらの結果から、「小児看護学概論」の学
習は、次に続く講義へのさらなる学習の動機づけとなることが示唆された。
　
Ⅰ．はじめに
　厚生労働省における合計特殊出生率の平成28年度推計値は、前年度の確定値1.45
を 0.1%下回る 1.44 であった（厚生労働省平成28年人口動態統計月報年計（概数）の
概況）。我が国における第二次ベビーブーム以降の少子化傾向は微増微減の繰り返し
で大きな改善の兆しはなく、それに加え、核家族化の増加により地域社会や世代間交
流の機会も減少しており、このような社会情勢が若者の子どもとの接触経験を少なく
している要因でもある。また、学士課程教育において将来看護職に従事することを目
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的とし看護学部で学んでいる学生（以下、看護学生とする）においても同様で、子
どもを未知の存在と捉え、かかわることに苦手意識や困難感を抱く学生も少なくない。
子ども観には、それまでの自身の子どもとかかわる体験や成育過程が影響すると考え
られる。小児看護には健康な子どもだけではなく病気の子どもを含めたすべての子ど
もが健やかに成長発達できるよう支援する能力が求められることから、看護学生の子
どもに対する感情や小児看護に対する興味や関心について把握することは大変重要と
なる。
　一般的に接触体験が少ないことが子どもへのかかわりに影響すると言われている。
現在、医療技術の進歩により小児をめぐる環境は大きく変化しており、短期間の小
児看護学実習で充分な技術が行えない実習環境を課題としている研究（大田，筒井，
2014）もある。子どもとのかかわりが減少している環境を鑑み、看護学生の子どもに
対する感情や小児看護への興味や関心を客観的に捉えることは教育方法を検討する上
では有益である。
　そこで第一報では、初めて小児看護を学ぶ看護学生が子どもを理解する第一歩にな
る「小児看護学概論」の学習後、子どもに対する感情や講義に対する関心がどの程度
なのかを明らかにする。看護学生自身の子どもとの接触体験や成育過程の把握、講義
に対する興味や関心、子どもに対する感情について明らかにし、子どもを一人の人と
して尊重した捉え方ができるよう、また子どもに対する苦手意識が軽減できるような
授業の改善に向けた基礎資料とする。
Ⅱ．用語の定義
　対児感情：花沢 (2001) の乳児に対して大人が抱く感情を肯定的側面（接近感情）と、
否定的側面（回避感情）の 2側面から測定する対児感情尺度に示される子どもに対す
る感情
　小児看護学概論：学士課程教育の看護学部で初めて学ぶ小児専門分野の講義科目
　
Ⅲ．研究目的
　看護学部に在籍する大学生を対象に「小児看護学概論」学習後に子どもの感情につ
いて明らかにすることである。看護学生自身の子どもとの接触体験や成育過程の把握、
講義に対する興味や関心、子どもに対する感情について明らかにする。さらに子ども
を尊重し、かつ肯定的に捉えることができるよう、また子どもに対して少しでも苦手
意識が軽減できるような授業の改善に向けた基礎資料とする。
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Ⅳ．研究方法
1．対象者および調査期間
　S 大学看護学部において、小児看護学の専門分野の履修科目である「小児看護学概
論」「小児看護援助論Ⅰ」「小児看護援助論Ⅱ」「小児看護学実習」のうち初めて履修
する基礎となる 2年前期科目である「小児看護学概論」（全15回）を履修した学生79名。
2．調査方法及び内容
　2017年度前期における S 大学看護学部2年前期科目である「小児看護学概論」（全
15回）の第15回目の最終講義日（2017年7月）に、履修学生に対して 10分程度の時
間を設け、通常の授業アンケートの実施に加えその一環として今回の調査に関する説
明を行った上で、集合法による無記名による自記式質問用紙を配布、質問用紙の回答
と提出により、参加の同意とみなした。また、不参加の学生も想定し、講義に関する
追加資料を配布、不参加の学生との差が生じないよう講義での時間配分にも配慮した。
　調査内容は、「子ども観に関するアンケート」とし、質問項目は子どものイメージ・
接触体験に関する 7項目の生活背景（年齢、性別、出生順位、きょうだいの人数、赤ちゃ
んや子どもに関心があるか、赤ちゃんや子どもと触れ合った経験と接した子どもとの
関係）のフェイスシートおよび子どもへの関心（子どもが好き・嫌い、小児看護が好
き・嫌い、小児看護への関心、子どものイメージ）についての項目を設けた。また花
沢 (2001) の「対児感情評定尺度」を用い、記述式質問紙にて対児感情を測定した。
3．分析方法
　統計解析は、IBM SPSS Statstcs Base を用い、属性は記述統計を行い、子どもの
接触体験や小児看護への関心について平均値と標準偏差を得た後、属性との平均値の
単純比較を行った。
　花沢 (2001) の対児感情の質問項目は、接近感情14項目、回避感情14項目に分けら
れている。接近感情は児の肯定、受容をあらわし、回避感情は児の否定、拒否をあら
わしている。採点は、各項目について「非常にそのとおり」を 3点、「そのとおり」
を 2点、「少しそのとおり」を 1点、「そんなことはない」を 0点とし、接近感情項目
の合計得点を接近得点、回避感情項目の合計得点を回避得点とした。
4．倫理的配慮
　当該科目の履修学生全員に対し、今回の調査に関する説明を行った上で、質問用紙
の回答と提出により、参加の同意とみなした。特に、不参加であっても学生本人に不
利益が生じることは全くなく、参加意思の自由、個人は特定されないこと、成績に一
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切関係はしないこと、同意後の撤回の自由や、それに伴う不利益も受けることはない
ことなどを強調した。また、不参加の学生との差が生じないよう、追加資料を配布し
講義での時間配分にも配慮した。
　「創価大学　人を対象とする研究倫理委員会」に申請し、研究実施の承認を得た。
　
Ⅴ．授業概要
1．授業概要
　小児看護学における歴史的変遷や概念、諸理論をふまえながら小児の成長発達と看
護、社会環境と対策、小児と家族に対するかかわりについて学習する。
2．到達目標
1) 小児看護の概況をふまえながらその役割と機能について述べることができる。
2) 小児における成長発達を理解し、各発達段階に応じた看護と援助について考える
ことができる。
3) 小児と家族におけるアセスメントの意義・方法を述べることができる。
4) さまざまな状況におかれている小児と家族の看護と援助について考えることができる。
（授業計画・内容は別表に示す）
Ⅵ．結果
　小児看護学概論を履修した 79名に質問紙を配布した。そのうち誤回答・無回答項
目がある 4名分を除いた 75名分を有効回答とした。有効回答率は 94.9%であった。
1．対象者の属性（表１）
　性別について、男性10名 (13.3%)、女性65名 (86.7%)、出生順位は「第1子」41名 (54.7%)、
「第2子」18名 (24.0%)、「第3子」11名 (14.7%)、「第4子以上」5名 (6.7％) であった。きょ
うだいの数は「ひとりっ子」10名 (13.3%)、「2人きょうだい」28名 (36.0%)、「3人きょ
うだい」27名 (36.0%)「4人以上」10名 (13.3%) であった。
2．子どもとの接触体験について（表2）
　「赤ちゃんや子どもに触れ合ったことがあるか」について、「現在ある」42名 (56.0% )、
「今はないが以前はあった」25名 (33.0%)、「まったくない」8名 (10.3%) であった。「接
した子どもとの関係」については、複数回答によるものの、きょうだい以外の親戚の
子ども (35名 ) や近所の子ども (12名)、知り合いの子ども (20名) など身近な子どもとの
接触体験が目立った。この結果から、これまでに何らかの機会に子どもに接触した体
験がある学生が 90.7%であった。
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授業計画・内容
回数 内容
1回目 講義内容
ガイダンス
15回にわたる講義の内容と評価についての説明をおこなう。
2回目 講義内容
小児看護の歴史的変遷や概念および小児における人権について
小児看護の対象およびその概念と理論を踏まえ小児看護に関係するさまざ
まな法律と倫理的配慮について学習する。
3回目 講義内容
小児の成長と発達（１）
小児における成長発達の基本的知識を学習し、形態的・機能的発達や心理・
社会的発達の理解を深める。
4回目 講義内容
小児の成長と発達（２）
小児の成長発達におよぼす影響や要因、小児の成長発達の評価の意義・種類・
方法について学習する。
5回目 講義内容
新生児の看護
新生児期における成長発達およびよくみられる症状や健康増進のための看
護について学習する。
6回目 講義内容
乳児期の看護
乳児期における成長発達およびよくみられる症状や健康増進のための看護
について学習する。
7回目 講義内容
幼児期の看護
幼児期における成長発達およびよくみられる症状や健康増進のための看護
について学習する。
8回目 講義内容
学童・思春期の看護
学童・思春期における成長発達およびよくみられる症状や健康増進のため
の看護について学習する。
9回目 講義内容
小児と家族のアセスメント（1）
家族における機能と役割について学習する。
10回目 講義内容
小児と家族のアセスメント（2）
小児における発達段階別のアセスメントについて学習する。
11回目 講義内容
小児の事故防止・虐待
小児が遭遇する事故とその特徴・予防策を学習する。また近年増加傾向に
ある虐待についても学習する。
12回目 講義内容
外来における小児と家族の看護
外来看護の特徴と機能、検査処置への援助やプレパレーション、ディスト
ラクションについて学習する。
13回目 講義内容
入院している小児と家族の看護
病気や入院が小児と家族におよぼす影響についてさまざまな視点をふまえ
学習する。
14回目 講義内容
小児および母子に関係する保健統計
小児および母子に関係する保健統計について最新データを用い学習する。
15回目 講義内容
小児看護学概論の総括
15回にわたる講義をふまえ総括する。
－20－
小児看護学を学び始めた学生の子どもに対する感情について　第一報
3．赤ちゃんや子どもへの関心について（表3）
　「赤ちゃんや子どもへの関心があるか」について、「非常にある」36名 (48.0％)、「少
しある」28名 (37.3％)、「どちらでもない」7名 (9.3%)、「あまりない」4名 (5.3%)、「まっ
たくない」0名 (0%) の回答だった。ここで「非常にある」と「少しある」を合わせ
85.3%で関心がある学生が多数いることがわかった。「子どもは好きか」について、「大
好き」32名 (42.7%)、｢どちらかといえば好き｣ 34名 (45.3%)、「どちらでもない」7名 (9.3%)、
「どちらかといえば嫌い」2名 (9.3%)、「大嫌い」0名 (0％) であった。
表1．対象の属性　　　ｎ＝75
性別 人 ％
男子学生 10 13.3
女子学生 65 86.7
出生順位 人 ％
第1子 41 54.7
第 2子 18 24.0
第 3子 11 14.7
第 4子以上 5 6.7
きょうだいの数 人 ％
ひとりっ子 10 13.3
2 人 28 37.3
3 人 27 36.0
4人以上 10 13.3
表2．子どもとの接触体験　　　ｎ＝75
頻度について 人 ％
現在ある 42 56.0
今はないが以前はあった 25 33.3
まったくない 8 10.7
接した子どもとの関係　複数回答　 人
きょうだい 13
親戚の子ども 35
近所の子ども 12
知り合いの子ども 20
その他 9
表3.　　子どもへの関心について　　ｎ＝75
赤ちゃんや子どもへの関心はあるか 人 ％
非常にある 36 48.0
少しある 28 37.3
どちらでもない 7 9.3
あまりない 4 5.3
まったくない 0 0.0
子どもは好きか 人 ％
大好き 32 42.7
どちらかといえば好き 34 45.3
どちらでもない 7 9.3
どちらかといえば嫌い 2 2.7
大嫌い 0 0.0
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4. 小児看護への関心について（表4）
　「小児看護学概論を終えて小児看護が好きか」について、「大好き」14名 (18.7%)、「ど
ちらかといえば好き」40名 (53.3%)、「どちらでもない」19名 (25.3%)、「どちらかとい
えば嫌い」2名 (2.7％)、「大嫌い」0名 (0％) であった。「小児看護に関心があるか」に
ついて、「非常にある」18名 (24.0%)、「少しある」42名 (56.0%)、「どちらでもない」
8名 (10.7%)、「あまりない」2名 (2.7％)、「まったくない」0名 (0%) であった。「どのよ
うなイメージを持っているか」について、「良いイメージ」22名 (29.3%)、「どちらか
といえば良いイメージ」41名 (54.7%)、「どちらでもない」12名 (18.0%)、「どちらかと
いえば悪いイメージ」「悪いイメージ」共に 0名 (0％) であった。
5. 対児感情について（表5）
　対児感情の接近感情14項目の平均点は 1.85点、合計平均得点は 25.9点 (SD7.9)、回
避感情14項目の平均点は .74点、合計平均得点は 10.3点 (SD5.5) であった。平均点
が 2点を超えるた項目について、接近感情では「あたたかい」2.64 (SD.54)、「うれし
い」2.41 (SD.82)、「ほほえましい」2.85 (SD.36)、「ういういしい」2.04 (SD1.03)、「あか
るい」2.88 (SD.83)、「たのしい」2.33 (SD.78) の 6項目、平均点0.0点未満の項目は「す
がすがしい」.92 (SD.67)、「いじらしい」.89 (SD1.05) であった。回避感情では平均2点
を超える項目は無かった。平均点0.0未満の項目は、「はずかしい」.43 (SD.79)、「く
表4.　小児看護への関心について　　ｎ＝75
「小児看護学概論」の講義を終えて小児看護が好きか 　人 　％
大好き 14 18.7
どちらかといえば好き 40 53.3
どちらでもない 19 25.3
どちらかといえば嫌い 2 2.7
大嫌い 0 0.0
小児看護に関心があるか 人 ％
非常にある 18 24.0
少しある 42 56.0
どちらでもない 8 10.7
あまりない 2 2.7
まったくない 0 0.0
どのようなイメージを持って居るか 人 ％
良いイメージ 22 29.3
どちらかといえば良いイメージ 41 54.7
どちらでもない 12 18.0
どちらかといえば悪いイメージ 0 0.0
悪いイメージ 0 0.0
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るしい」.27 (SD.55)、「あつかましい」.28 (SD.58)、「てれくさい」.72 (SD.95)、「なれな
れしい」.60 (SD.82)、「めんどうくさい」.81 (SD.87)、「こわい」.88 (SD.87)、「わずらわ
しい」.39 (SD.52)、「うっとうしい」.53 (SD.76)、「じれったい」.57 (SD.83)、「うらめし
い」.25 (SD.55) であった。
Ⅶ．考察
1．子どもに対するイメージと接触体験の状況
　今回の小児看護学を学び始めた学生の子どもに対する感情を知るために、アンケー
ト調査を行った。今回のフェイスシート結果では、「ひとりっこ」10名 (13.3%) で 2人
以上のきょうだいが多数であった。きょうだいの構成年齢は未調査であるが、家庭内
で自分以外の子どもと触れ合う体験をしている。「子どもが好きか」について、「好き・
どちらかといえば好き」(88.0％) と回答していた。野村らの研究では、きょうだいが
多いほど、子どもの行動をとおしその理解が肯定的なイメージとなっていた（野村，
河上2017）。子どもに対するイメージは、過去の体験や成育過程に影響を受けること
から、看護学生の接触体験が子どもの肯定的なイメージにつながっていったと考える。
表5.　対児感情　接近感情と回避感情の平均得点と標準偏差
【接近感情】 平均得点 標準偏差 【回避感情】 平均得点 標準偏差
あたたかい 2.64 .54 よわよわしい 1.67 .94
うれしい 2.41 .82 はずかしい .43 .79
すがすがし .92 .67 くるしい .27 .55
いじらしい .89 1.05 やかましい 1.05 .93
しろい 1.56 1.11 あつかましい .28 .58
ほほえましい 2.85 .36 むずかしい 1.85 1.04
ういういしい 2.04 1.03 てれくさい .72 .95
あかるい 2.88 .83 なれなれしい .60 .82
あまい 1.23 1.13 めんどうくさい .81 .87
たのしい 2.33 .78 こわい .88 .87
みずみずしい 1.71 1.22 わずらわしい .39 .52
やさしい 1.69 1.03 うっとうしい .53 .76
うつくしい 1.35 1.03 じれったい .57 .83
すばらしい 1.97 1.07 うらめしい .25 .55
接近感情　平均点                      1.85 回避感情　平均点                     .74
接近感情　合計平均得点           25.9 (SD=7.9) 回避感情　合計平均得点         10.3 (SD=5.5)
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2．対児感情と子どものイメージ・接触体験について
　宮良らの小児看護学学習前の対児感情についての研究では、学生全体の子どもに
対する肯定的な接近感情の平均点は 1.95、否定的な回避感情の平均点は .64 であった
（宮良，神徳，2013）。その中で肯定的な接近感情のうち「ほほえましい」「あたたか
い」は点数が高く、否定的な回避感情では「よわよわしい」の点数が高かった（宮良，
2013）。今回の調査では、対児感情の接近感情14項目の平均点は 1.85点・合計平均得
点は25.9点 (SD7.9)で、回避感情14項目の平均点は.74点・合計平均得点は10.3点 (SD5.5)
であった。得点の高かった項目は、接近感情では「あたたかい」「うれしい」「ほほえ
ましい」「あかるい」「たのしい」で、回避感情では高い平均点の項目はなかった。市
川らは、看護系大学生は小児看護学領域の学習を経て乳幼児に対するイメージを肯
定・否定の双方に広げ、より具体化している特徴が見られていた。この乳幼児に対す
るイメージが肯定・否定双方に広がった要因として、看護系大学生は幼稚園・保育所
演習により乳幼児に対するイメージを肯定化し、臨床実習においてイメージを否定的
にも広げているという相対的特徴が示唆されていた（市川，細野，2011a）。
　また病院実習を経て、あらゆる健康レベルの小児と接した経験が影響していると分
析していた（市川，細野，2011b）。
　今回は子どもに触れ合った体験のみで、具体的な体験内容は調査していない。対象
の看護学生は小児看護を学び始めたばかりの段階であり、実際に子どもに触れる体験
もしていない小児看護学実習の履修前の学生である。これらの結果は子どもにかかわ
る経験がないにせよ、学習後に行った調査結果では、「小児看護学概論を終えて小児
看護が好きか」について、好き、どちらかといえば好き」(78.6％)、また「小児看護に
関心があるか」について、「非常にある、少しある」(80.0%) と回答している。これら
の結果より、講義における方法如何ではイメージを膨らませ子どもをより理解してい
くことにつながる可能性もある。また、より具体化した教材の工夫により小児看護に
対する学習意欲にもつながるものと考える。
　小児看護はあらゆる健康状態にある子どもの理解と看護が求めらる。学生自身の子
どもが好きか嫌いかにより講義や実習の内容を選択できるものではない。子どもに対
し苦手意識を抱いている学生にはそれらが軽減できるよう、また好きな学生はより好
きになれるよう、小児看護学の最終的な段階にある小児看護学実習では子どもに関わ
ることが楽しく思え積極的に行動できるよう看護学生の子どもへの関心が促進するよ
う教育方法を工夫する必要がある。その導入科目である「小児看護学概論」の担う役
割は大きいと考える。
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Ⅷ．今後の課題
　
　今回は小児看護学の導入科目とされる「小児看護学概論」の講義終了時に子どもに
対する感情についてアンケート調査を行なった。講義を履修することで子どもに関す
る知識の修得がはかられ、それが感情にも影響を与えると推測されることから、本来
であれば講義の前後に行なうことでよりその変化が明らかになると考えられる。今後
は、第二報として、看護学生の子どもの接触体験や成育過程と小児看護学学習後に履
修する小児看護学実習前後の関連性から子どもに対する感情の変化を明らかにし、子
どもを一人の人として尊重したかかわりができる基礎資料とすることで科目の意義や
位置づけを再考したい。
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